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この「社協だより」は、赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

　

こ
の
度
、
理
事
の
皆
様
の
ご
推
挙
を

賜
り
、会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
の

進
展
や
住
民
相
互
の
社
会
的
つ
な
が
り

の
希
薄
化
に
よ
り
、
孤
立
死
、
虐
待
等

の
課
題
が
深
刻
化
し
てい
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
各
種

制
度
の
整
備
が
図
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
が
、
解
決
で
き
な
い
問
題
も
あ
り
、

地
域
に
お
け
る
住
民
同
士
の
支
え
合

い
・
助
け
合
い
等
の
地
域
の
「
絆
」
の

再
生
が
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

社
協
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
た
め
、
行
政
、
関
係
団

体
等
と
協
働
し
、「
岡
垣
町
民
で
つ
く

る
福
祉
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」
の
実
現

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

社会福祉法人
岡垣町社会福祉協議会
会長 小八重 勝利

　

障
が
い
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ふ
れ
あ
い
交
流
を
目
的
と
し
た
納
涼
夏
ま
つ
り
は
、
今
年
で
13
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
朝
か
ら
雨
が
降
る
天
候
の
中
、
参
加
者
は
昨
年
を
上
回
り
４
０
０
名
を
超
え
る
盛
況
ぶ
り
で
、

盆
踊
り
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
に
笑
顔
が
は
じ
け
ま
し
た
。

びわりん・びわすけも登場！
この事業は、共同募金配分金を活用しています。

雨に
も負けな

い　笑顔、笑顔！
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10
月
１
日
か
ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金

�
～�

あ
た
た
め
よ
う�

君
の
想
い�

み
ん
な
の
想
い�

～

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
住
民
自
ら

の
連
帯
や
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

募
金
活
動
で
、
住
民
の
皆
様
の
支
え
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
善
意
で
寄
せ
ら
れ
た
募
金

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
児
童
へ
の

取
り
組
み
を
始
め
、
大
規
模
災
害
へ
の

準
備
金
等
に
カ
タ
チ
を
変
え
、
岡
垣
町

の
地
域
福
祉
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
優
し
い
想
い
が
、
い

つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
岡
垣
町

の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

するために

みんなの善意が、カタチに
平成 24 年度に寄せられた募金は、今年度、次のように活用されます。

平成 24 年度 募金の種類と内訳

　　平成25年度目標額　　　　　5,294,296円

平成 24 年度
岡垣町の募金額
5,294,296 円

18%

24%

７%
４%

17%

17%

13%・大規模災害への準備金
・福祉施設の整備　など

・ひとり暮らし高齢者のつどい
・送迎サービス事業
・男性料理教室　など

・障がい者ふれあい交流事業
・おもちゃ図書館運営事業　など

・中学生ヘルメット購入補助
・修学旅行費補助
・特別支援学級補助
・福祉教育読本の配布　など

・社協だよりの発行
・学校や地域での福祉体験　など

・チラシの作成
・資材の購入　など ・母子会活動補助　など

種　類 募金額（円） 割　合

戸別募金 3,789,850 71.6％

法人募金 801,448 15.1％

そ の 他
の 募 金 702,998 13.3％

合 　 計 5,294,296 100％

県内の福祉のために
949,296 円

高齢者のために
692,000 円

児童・青少年のために
 881,000 円

障がい者のために
902,000 円

福祉育成・援助に
1,284,000 円

母子・父子のために
240,000 円

共同募金の事務費に
346,000 円
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表
彰
状

　

◇
社
会
福
祉
事
業
特
別
功
労
者

　
　

○
田
代
榮
一　
　

○
藤
原
一
子

　
　

○
故 

木
原
孝
雄

感
謝
状

　

◇
社
会
福
祉
事
業
協
力
者

　
　

○
岩
崎
悦
子　
　

○
岡
﨑
清
子

　
　

○
國
田
美
智
子　

○
五
十
川
真
美

　
　

○
小
林
サ
チ
ヱ　

○
清
水
美
惠

　
　

○
貝
島
洋
子　
　

○
浦
本
壽
滿
子

　
　

○
滝
野
冨
貴
子　

○
荒
井
博
子

　
　

○
大
隈

子　
　

○
城
戸
キ
ミ
子

　
　

○
小
野
文
子　
　

○
野
田
ハ
ツ
コ

　

○
江
田
靜
子　
　

○
有
田
秀
幸

　

○
樋
渡
茂
美　
　

○
波
多
野
禮
子

　

○
岩
根
あ
け
み　

○
岩
根
親
久

　

○
松
浦
泉　
　
　

○
小
早
川
英
雄

　

○
内
尾
紘
二　
　

○
松
下
ミ
ツ
ヨ

　

○
末
永
正
子　
　

○
高
森
強

　

○
眞
﨑
弘
子　
　

○
長
尾
光

　

○
本
田
元

◇ 
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た
個
人
又
は

団
体

　

○
櫻
井
洋
子

　

○ 

岡
垣
町
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

実
行
委
員
会

　

８
月
24
日
、
す
ぱ
ー
く
岡
垣

で
、
永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉

の
増
進
に
努
め
ら
れ
た
方
、
多

額
の
寄
附
を
さ
れ
た
方
１
団
体

33
名
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
小

八
重
会
長
か
ら
表
彰
状
等
を
贈

呈
し
ま
し
た
。（
順
不
同・敬
称
略
）

社
協
会
長
表
彰

善意をカタチに

街頭募金のお知らせ

いろいろな方法で、募金に参加できます。

※法人募金には、法人税の優遇措置が適用されます

　　平成25年度目標額　　　　　5,294,296円

■10月１日（火）
　　11時から：ハローデイ
　　16時から：イオン・ハローデイ
　　17時から：海老津駅

■10月20日（日）
　　10時から15時
　　　　　　　：まつり岡垣
　　　　　　　　フリーマーケット会場

戸別募金
自治区の協力を得て、１世帯当たり
500円を目安に募金への協力をお願い
しています。

法人募金

民生委員・児童委員の皆様の協力を得
て、担当地区の法人様に訪問していた
だいています。社会貢献活動として、
毎年約300の法人様から募金が寄せ
られています。

街頭募金 駅前やスーパーの入り口等で募金への
協力をお願いしています。

学校募金 福祉教育の一環として、ポスターの掲
示や募金箱の設置をお願いしています。

職域募金 企業や官公庁、福祉施設の職員の皆様
にご協力いただいています。

そ の 他
寄附金付き自動販売機、寄附金付き自
賠責保険へのご協力とともに、店頭や受
付に募金箱の設置をお願いしています。
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西
南
学
院
大
学
で
行
わ
れ
た
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
会
」
に
参
加
い
た

し
ま
し
た
。

　

３
地
区
の
発
表
を
聞
き
、共
通
し
て
い

た
こ
と
は
、見
守
り
活
動
と
マ
ッ
プ
作
り

で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
特
性
で
、
対

応
が
違
っ
て
当
然
で
す
。福
岡
市
茶
山
六
丁

目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
の“
笑
い

あ
い
隊
”。
福
岡
市
城
浜
校
区
の
つ
な
が
り

マ
ッ
プ
会
議
と
不
在
カ
ー
ド
。岡
垣
町
の
福

祉
大
学
と
見
守
り
体
制
の
構
築
。
各
地
区

の
特
徴
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

発
表
者
は
、
各
地
区
の
責
任
者
と
社
協

の
担
当
者
で
あ
り
、岡
垣
町
の
町
ぐ
る
み
の

取
り
組
み
が
評
価
を
受
け
た
こ
と
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
１
３
０
人
の
参
加
が
あ

り
、岡
垣
町
か
ら
は
50
人
の
皆
さ
ん
が
参

加
さ
れ
、参
加
費
を
支
払
っ
て
も
勉
強
し

た
い
と
い
う
意
欲
的
な
住
民
の
姿
勢
に

感
心
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
岡
垣
町
の
福
祉
活
動
は
、
希

望
が
も
て
る
と
同
時
に
各
区
の
見
守
り

活
動
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

�

（
Ｋ
・
Ｔ
）

　
“
孤
独
死
・
孤
立
死
を
出
さ
な
い
”
見

守
り
体
制
の
構
築
は
、
昨
年
の
11
月
か

ら
、
自
治
区
長
会
・
民
児
協
主
催
の
住

民
発
の
取
り
組
み
と
し
て
始
ま
り
ま
し

た
。
事
務
局
と
し
て
、
岡
垣
町
と
社
会

福
祉
協
議
会
が
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、本
年
２
月
と
６
月
に
、５

つ
の
校
区
に
分
か
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

を
開
催
し
、
各
自
治
区
で
マ
ッ
プ
を
通

し
た
情
報
共
有
や
見
守
り
活
動
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
が
、
７
月
に
西
南
学

院
大
学
で
開
催
さ
れ
た「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

政
策
学
会
福
岡
大
会
」
で
紹
介
さ
れ
、

岡
垣
町
か
ら
は
発
表
者
を
含
め
て
50
名

を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、
全
国
各
地
の

参
加
者
か
ら
は
、“
町
全
体
で
の
見
守
り

体
制
づ
く
り
”
に
注
目
を
浴
び
、
評
価

を
受
け
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
、
積
極
的
に
見
守
り
活
動

に
取
り
組
む
自
治
区
を
モ
デ
ル
と
し
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
町
全
体
で

“
最
期
ま
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
会
か
ら
全
国
へ
発
信
！

�

～
〝
孤
独
死
・
孤
立
死
を
出
さ
な
い
〟
見
守
り
体
制
の
構
築
～

る
”
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

県内外の参加者との活発な意見交換

前列３名が「100」のポーズ！
野間二区のサロンは毎月１回、約 20名が参加し、
参加者の希望に沿った内容で楽しんでいます。
めざせ 200回！おめでとうございます！

ふれあいサロン 祝 100 回
野間二区、９年で達成！

1 0 0
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わ
が
国
は
、
12
年
後
に
は
高
齢

者
人
口
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
岡
垣
町
で
は
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る
た

め
に
「
孤
独
死
・
孤
立
死
を
出
さ

な
い
見
守
り
体
制
の
構
築
」
を
掲

げ
、
各
自
治
区
で
積
極
的
な
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
も
、

今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
高
齢

者
、
特
に
認
知
症
高
齢
者
や
中
重

度
の
要
介
護
高
齢
者
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

夜
間
の
介
護
や
認
知
症
の
方
に
対

応
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
平
成
18
年
に

制
度
化
し
ま
し
た
。
そ
の
１
つ
に

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
が
あ

地
域
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス

家
族
に
連
絡
し
ま
し
た
。
私
が
近
く

に
居
な
が
ら
の
事
故
で
し
た
。

　

Ｋ
さ
ん
の
ご
家
族
に
、
私
が
状
況

を
説
明
す
る
と「
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が

居
て
く
れ
て
大
事
に
な
ら
な
く
て
本

当
に
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

ホ
ッ
と
し
な
が
ら
も
、
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
の
仕
事
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
し
た
。�

（
ヘ
ル
パ
ー
Ｕ
）

　

１
人
暮
ら
し
の
Ｋ
さ
ん
。
い
つ
も

一
緒
に
調
理
を
し
ま
す
。
今
日
は
訪

問
す
る
と
、
ゴ
ミ
を
集
め
て
い
ま
し

た
。
１
人
で
外
に
ゴ
ミ
出
し
に
行
こ

う
と
し
た
の
で
つ
い
て
行
き
ま
し
た
。

台
所
に
戻
り
、
仕
事
を
始
め
た
時
、

Ｋ
さ
ん
が
洗
濯
物
に
気
を
取
ら
れ
て

転
び
ま
し
た
。
足
の
傷
口
が
大
き
く
、

急
い
で
救
急
車
を
呼
び
、
事
務
所
と

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
近
い
将
来
に
は
介

護
を
必
要
と
す
る
全
て
の
方
が
、
施
設

に
入
所
で
き
な
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

中
、
地
域
で
生
活
を
続
け
る
た
め
に
安

心
し
て
利
用
で
き
る
拠
点
に
な
り
ま
す
。

そ
の
機
能
と
し
て
、「
通
い（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）」を
中
心
に
、利
用
者
の
状
態
や
希
望

に
応
じ
て
、「
訪
問（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）」

や
「
泊
ま
り（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）」
と

い
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
組
み

合
わ
せ
て
提

供
す
る
も
の

で
す
。
さ
ら

に
、
１
つ
の

事
業
所
で
、

顔
な
じ
み
の

職
員
が
、
１
日
を
通
し
て
切
れ
目
の
な

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
安
心

し
て
在
宅
生
活
を
続
け
ら
れ
ま
す
。
利

用
者
だ
け
で
な
く
、
家
族
全
体
を
支
援

の
対
象
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
現
時
点
で
は
高
齢
者
等
が
在

宅
生
活
を
望
ん
だ
と
し
て
も
、
24
時
間

３
６
５
日
の
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

在
宅
で
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
度
に
は
新
た
に
定
期

巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
が
追
加
さ
れ
、
24
時
間

自
宅
に
居
な
が
ら
医
療
と
介
護
が
連
携

し
た
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
い
つ

で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る
た
め

に
、
い
こ
い
の
里
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
地
域
が
必
要
と
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
、
住
民
の
皆
様

に
役
立
て
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
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いこいの里ホームヘ

ヘ
ル
パ
ー
の

つ
ぶ
や
き

ル
パ

ー

ス
テ

ー

シ
ョ
ン

お
役
に
立
っ
て
い
ま
す
か
？

輝
き
続
け
る
あ
な
た
を
応
援
�

☎281-2011



相
　
　
談

◆
法
律
相
談
◆

と
　
き　

10
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

25
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
（
１
人
30
分
・
１
日
６
組
ま
で
）

と
こ
ろ
　
い
こ
い
の
里

対
象
者
　
町
内
在
住
の
方

※�

予
約
制
。
相
談
月
の
前
月
か
ら
受
け

付
け
し
ま
す
。
お
早
目
に
社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
心
配
ご
と
相
談
◆

と
　
き　

10
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
東
部
公
民
館

対
象
者
　
町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
総
合
福
祉
相
談
窓
口
◆

と
　
き
　
10
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

22
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ
　
い
こ
い
の
里

対
象
者
　
町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

香
典
返
し
寄
附

　

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
ご

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
７
・
８
月
受
付
分
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
森
永　

久
則 

様
（
公
園
通
り
中
）

故 

森
永　

幸
代　

様 

64
歳

○
谷
口　

幸
子 
様
（
鍋
田
）

故 

谷
口　

親
之
助　

様 

79
歳

○
吉
田　

清
明 
様
（
南
山
田
）

故 

吉
田　

ユ
キ
ヱ　

様 

91
歳

○
大
桒　

訓
喜 

様
（
鍋
田
）

故 

大
桒　

ひ
と
み　

様 

41
歳

○
本
田　

由
貴
子 

様
（
海
老
津
）

故 

本
田　

守　

様 
62
歳

○
田
中　

和
枝 

様
（
旭
中
）

故 

田
中　

一
良　

様 

84
歳

○
葊
瀬　

正
美 

様
（
南
高
陽
）

故 

葊
瀬　

貞
子　

様 

87
歳

○
山
口　

志
津
子 

様
（
手
野
）

故 

山
口　

幸
久　

様 

62
歳

○
前
田　

宏 

様
（
新
海
老
津
）

故 

前
田　

キ
ク
ヱ　

様 

81
歳

○
青
木　

麗
子 

様
（
新
海
老
津
）

故 

青
木　

延
茂　

様 

85
歳

○
岩
永　

光
典 

様
（
百
合
ヶ
丘
）

故 

岩
永　

カ
ズ
エ　

様 

90
歳

○
横
大
路　

進 

様
（
旭
西
）

故 

山
本　

裕
敏　

様 

87
歳

○
竹
井　

律
子 

様
（
手
野
）

故 

竹
井　

和
明　

様 

84
歳

○
藤
村　

サ
ト
ミ 

様
（
三
吉
）

故 

藤
村　

治
三　

様 

87
歳

○
石
田　

典
光 

様
（
野
間
一
）

故 

石
田　

美
津
子　

様 

83
歳

○
大
村　

照
子 

様
（
戸
切
）

故 

大
村　

司　

様 

92
歳

○
音
成　

勲 

様
（
鍋
田
）

故 

音
成　

雅
弘　

様 

61
歳

○
三
ツ
橋　

節
子 

様
（
緑
ヶ
丘
）

故 

三
ツ
橋　

征
宣　

様 

72
歳

○
西
澤　

勉 

様
（
東
山
田
）

故 

澤　

正
博　

様 

99
歳

○
笠
井　

一
男 

様
（
東
高
陽
）

故 

笠
井　

み
や
子　

様 

86
歳

○
尾
林　

シ
ヅ
子 

様
（
山
田
峠
）

故 

尾
林　

渡　

様 

82
歳

○
井
上　

エ
イ
コ 

様
（
南
山
田
）

　認知症に関する悩みについて無料で
相談をお受けします。介護を一人で抱
え込まないで、小さなことかもしれな
いと思っても、まずはお電話ください。
火曜・金曜は介護経験者が、木曜・土
曜は保健師が相談をお受けします。

認知症電話相談

福岡県社協
認知症電話相談

検索

日 時：毎週火曜・木曜・金曜・土曜
午前１０時～午後４時

問 合 せ：福岡県社会福祉協議会
評価・相談課

専用電話：０９２－５８４－３３１７

故 

井
上　

義
己　

様 
 

92
歳

○
道
喜　

カ
ズ
子 

様
（
西
高
陽
）

故 

道
喜　

紀
代
子　

様 
 

53
歳

○
佐
野　

修 

様
（
高
尾
）

故 

佐
野　

十
一
三　

様 
 

76
歳

○
木
原　

啓
子 

様
（
海
老
津
）

故 

木
原　

孝
雄　

様  

72
歳

○
佐
々
木　

秀
男 

様
（
鍋
田
）

故 

佐
々
木　

ヒ
サ
子　

様  

93
歳

○
本
田　

森
雄 

様
（
海
老
津
）

故 

本
田　

幹
代　

様  

77
歳

○
松
丸　

芳
明 

様
（
山
田
）

故 

松
丸　

絹
子　

様  

89
歳

○
坂
本　

孝
志 

様
（
旭
東
）

故 

坂
本　

ア
サ
エ　

様  

90
歳

○
岡
村　

糸
子 

様
（
東
松
原
）

故 

岡
村　

藤
雄　

様  

87
歳

老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
竹
井　

律
子　

様

○
笠
井　

一
男　

様

○
岡
村　

糸
子　

様
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問い合わせ
社会福祉協議会
☎283-2940



岡
垣
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
　
　
副
会
長
　
佐
々
木
征
子

　

８
月
24
日
、
い
こ
い
の
里
で
障
が
い

者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ふ
れ
あ
い
交
流

事
業
「
納
涼
夏
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

４
４
２
人
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
全
国
的
に
猛
暑
続
き

で
、熱
中
症
に
な
っ
た
方
も
多
く
、挨
拶

納
涼
夏
ま
つ
り
は
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い

は「
暑
い
で
す
ね
」
の
連
発
で
し
た
が
、

前
日
に
雨
が
降
り
、
納
涼
夏
ま
つ
り
に

あ
わ
せ
て
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
納
涼
夏
ま
つ
り
実
行

委
員
会
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
私
た
ち

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、障
が
い
者
団
体
の
方
々

と
で
一
緒
に
会
場
設
営
を
行
い
、昼
に
は

ま
つ
り
の
準
備
が
整
い
ま
し
た
。

　

15
時
か
ら
バ
ザ
ー
の
準
備
が
始
ま

り
、
希
望
舎
の
職
員
の
方
々
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
で
、
焼
き
そ
ば
や
た
こ
焼
き

な
ど
を
作
り
ま
す
。
夏
ま
つ
り
に
参
加

さ
れ
る
方
々
に
美
味
し
く
食
べ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
汗
を
拭
き
拭
き
準
備
し

ま
す
。

　

辺
り
が
暗
く
な
る
と
と
も
に
、
町
内

各
方
面
か
ら
参
加
者
が
集
い
、
み
ん
な

の
笑
顔
で
会
場
が
満
た
さ
れ
て
い
き
、

す
ぐ
に
バ
ザ
ー
は
大
盛
況
で
す
。

　

夏
ま
つ
り
は
、
社
協
会
長
表
彰
式
か

ら
始
ま
り
、今
年
も
29
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
表
彰
さ
れ
、
緊
張
の
面
持
ち
で
授

彰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
舞
台
は
催
し
物
へ
と
移
っ

て
い
き
ま
す
。
岡
垣
町
民
吹
奏
楽
団
の

皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
や
、
民
生

委
員
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
の
華
や
か
な

ダ
ン
ス
に
、手
を
叩
い
て
リ
ズ
ム
を
と
る

人
や
食
事
を
し
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
見

て
い
る
人
な
ど
様
々
で
す
。

　

楽
し
い
夏
ま
つ
り
も
終
盤
に
差
し
掛

か
り
、
恒
例
の
盆
踊
り
が
始
ま
り
ま
す
。

会
場
い
っ
ぱ
い
に
障
が
い
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
ひ
と
つ
の
大
き
な
輪
を
作
り
、

岡
垣
音
頭
な
ど
を
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
笑
顔
の
花
が

咲
く
素
敵
な
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
元
気
な
笑
顔
で
再
会
で
き

る
よ
う
、
日
頃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

明
日
へ
の
こ
と
ば

あ
な
た
に
出
会
え
て
よ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
九
州
市
自
殺
対
策
事
業
か
ら
引
用
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岡垣
※
ボ
ラ
協
＝
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
」
の
略
称

第121号



　

ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
の
か
悩
み
、
困
っ
て

い
る
方
々
の
問
題
解
決
の
糸
口
を
探
す
手
段
と

し
て
「
総
合
福
祉
相
談
窓
口
の
て
び
き
」
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

岡
垣
町
を
中
心
に
、
近
隣

地
域
の
相
談
窓
口
１
１
６
機

関
の
情
報
を
掲
載
し
、
自
治

区
長
と
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

て
び
き
を
地
域
で
ご
活
用

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
窓
口
へ
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

編
集
後
記

　

今
年
も
、
10
月
１
日
か
ら
赤
い
羽

根
共
同
募
金
が
、
始
ま
り
ま
す
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
で
集
ま
っ
た

寄
附
金
は
障
が
い
者
や
送
迎
サ
ー
ビ

ス
等
（
詳
細
は
２
Ｐ
）
に
使
わ
れ
、
地

域
福
祉
の
基
礎
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

社
協
で
は
、
現
状
の
寄
附
金
配
分

を
守
り
つ
つ
、
新
し
い
地
域
福
祉
施

策
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
一

つ
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

見
守
り
や
福
祉
大
学
等
の
地
域
人
材

育
成
を
手
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
岡
垣
町
社
協
は
小
八
重
新

会
長
を
迎
え
、
地
域
福
祉
の
充
実
に

果
敢
に
取
り
組
み
ま
す
。
皆
様
方
の

善
意
を
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
託

し
て
下
さ
い
。�

（
田
之
上
）

受 講 無 料

【場所】いこいの里　団体研修室
【問い合わせ・申し込み】社会福祉協議会
【〆切り】10月４日（金）

制作には、共同募金配分金を活用しています。

おかがき福祉110番！
～自治区長、民生委員・児童委員に配布～

運転免許をお持ちであれば、
どなたでも参加できます。

時間
／午前 10 時～正午

内容
／地
域福
祉に
おけ
る住
民

　　
　（ボ

ラン
ティ
ア）の

役割（
仮）

講師
／熊
本学
園大
学　
社会
福祉
学部

　　
　教
授　
小川
　全
夫　
氏

第１回 10
月12

日（土
）

時間
／午前 10 時～正午

内容
／①
岡垣
町の
福祉
の現
状

　　
　②
ボラ
ンテ
ィア
とは
（仮
）

講師
／①
岡垣
町社
会福
祉協
議会
　職
員

　　
　②
岡垣
町ボ
ラン
ティ
アセ
ンタ
ー

　　
　　
諏訪
　康
夫　
氏

第２回 10
月19

日（土
） 時間／午後１時 30 分～午後３時 30 分

内容／①安全運転に
ついて

　　　②ボランティ
ア２団体の紹介

講師／①ＪＡＦ　宮
本　隆行　氏

　　　②送迎ボランティア
の会　会長　塩田　隆　氏

　　　②やまびこの会　
会長　加藤　正彦　氏

第３回 10月23日（水）
あなたの生きがい、
 探してみませんか。
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発
行
者
／
岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
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